2026 F EBAFETEHBEESRES




YNUmssaxz ]

H X

1. EERTEHOFHE
(1) T 5824 R B HEEE | (SDNT
(2) OEEHEE (YL—O ) A THE

(3)FDMEEFHiE

MEOREEFE. BEAXDEE F

2. EERTHRDERS

3. R ERBEHEEER

4. FEHE F

BRIZHARR I (— AR ) . IREEIRIE . & EiRI=

S

. ERWT

%ﬂ

5. BIZEBN-FFICXHRZRER

6. XRFEBFHER

1 (2027£

FAA AZ(FPE)BNR )




1. E5RTROFHKES ﬁfgﬂiggggg
(T REBFEERRERIONT |

[0 — LA DR ﬁ'—:‘-ﬁ%%ﬂﬁﬁnﬁﬁ

L, RERTRERFS &4 e T 68 pl:E i
o AEPHSTES I R Lt AR TN e E TR A 1 O

| LS !::5‘ ':.*i':.’ r'gﬂg'ff"i."ﬂ'::'ﬂ MRS (O0-0000-0000
SLEEEST 2

L
e —o

IR 328 Z4 2 A%

Ao B e

{147 e : 3 (4%} BESERKE

T i - TR A | B GOul
81 0- I} f] 2 2 : ; : H-.li.ll‘r)\ll-'zul EE#mEH1IPpH 0000
£ 152 AR
£ }EJ"?'I ti‘.‘hrT*'iﬂ rh(‘r{»HIHI‘ 0—7 8 E-0000-0000 mwmasse s 090-99099-99490
AT ¥ onFa it iLF

E | mes s 03-0000-0000 HE  yges o
A ADCDEFGROMY, NE, B
I TR s

g =1 (45 RS

o ok e e ok o N ok o ok N W Ok AN o R W W

e Ik d it e il FEAETIEE R N TR R RN R TR TR R
k]

45 b kiR * %k k k£ ok ok koK

] '1| EHEAE] S & A MM | 5% & i M |
2T Dq__'[TT eI = JA| 2T A ROTH = TEGOGON =
s i 1 H H
i A = ¥ H A

"--'“;";’f;;m;ﬂ;w  HZFABRDOEE - FTIEICOWT

L TEREEE XEMFARICRY AL AREBOSR  EE - ATEA BN ISR
e e RREICRUHT, FREOBREATL, BELTEEI,
?',;;:;ﬂﬁﬁm e 0T BE#RTH#R2027F4A LK) 3R BETRAASRYMPSHBITSC

L AR T L £ AR o T, 15-' M T RIS E S L SA !
o

w1} wxH wx B

Flurl—E]:_f'An!ﬁ Tk

LefoimGE, WSRO SR D 'EE? ;_..&#‘F.i"‘-

W _J_I. T, dedriodiidl | L
rl'f L DU A G e

r &‘“@TU%J[#%HH&]P 8~ 125 M8




YNUmssaxz ]

Q) ERE (JL—ORE) IAZ

~f S

ZENMAFHREZTIDELHYET . LTOHHERNLAE !
HEFETE -RLEEFEE - RERKRAFEFES

[ EEIRASHwke 18— F L HS EIAL: ]
F 455 HTR [ 5T

2026E11A30H(A)

BFFEARANDOETHALIE

(RN DBEAETHACHES(E, L—

OEMABASETOFHRENDE)

X < ZAATHRYb-IN—YF)ILIZAT 40> S><IREORE (YL

—OE) Bk -ERRHDOFHSEICD

HRIZEDTUEI[EER]IP6o~7S R

WT>ITED




YNUmsmaxz |
ZAS Rk SA—UF L DSEUAHRATERNES

DARANZBEDOOETHNES

QARAALRYR IN—=YF LI BELIAANTELNERLEELR

DODOETHH IEE
MRANTRYRN—=VFILDOANTEGUERIMEE
=HUFIERTT. ERMS. EFXET. BEHRES. ERAXGR

HEESR, AXBRES. SHERIT. EDO—BORT(HET
SER1T. SBIRFEIRITH)

[ru@)ﬁ%<uu—mr@numaﬁ%&ﬁﬁﬁmﬁmﬁao) ]

ZATHAD

_—]
JL—AEMA BHRAE Fi=HMRIX
BEEXERBOTAF 2026411 A308 (A)

HRIZEDTUEI[EER]IP6o~7S R




YNU #REIAF

Q)T DMER FxSE ﬂlﬁl:&ﬁ >
XEBTELIREBEDOHES
—4 Y . . P S p— T—
FIEDEEAEZOLEER[E_FE]
RIEAXDER[FE—F] - #ERiLRRE
REEFIEDEE i« AwRIs DRI

IREHAR :
2026411 A20H ()
XBEAXBRRAVLESEZIRY
17: 0004675
E_REES5EDH
B2 IRABEE-RIUTATEE-HKIZKY,
FEAETHAEUVZAIF. IELNODEESEREFETLHE
MTEET,
20273 A EER THEIL. 20265E12H24H(K)ETIC
HIRE REEF B EZIBERARHLIZS,

FREEHLESNDGEEIL, &
BEXERICHLET, FHEE0
BRXEZAFL. ENETNLOHAR
FTIRBL T ZEY,

XAREEHIEIZK>T., EF
REEA-RIEADES.
WORA T HIAAENDER
BENHBHDT, HAIRIZR

BELOT. EE/EAFDS
AFHMEFITOILIIILT




S
'YNU wrmaxs

2. BEERTRODBEZEFH=
Eﬁﬁﬁﬁ_iﬁﬁﬁ«
XLHRIBEOTUE | ERESE

'Iﬂ'%é)_ »’DL\T.’JT’;t *E LT"L\;th\%h
.Y okl

BRSPS —~  0570-666-301
XBEWNEHEDR, BEAEBSHBETT

4R LR BERT + ERFEFROAIE, EEEFJ?( P
4R LI ARSI PSS EBEHFZITOCE

OFEXERE -BiEfF. EFES. KA. B LKE
Gk N BB RIEARIEA A AU OB )

EHRIEAN . REEAFDAMERE

EREZBREITHREWNE #BEHISDBHUNEMNT .
ERELD(EFEMB) T —ABBHYET,
RO HBEARTEHLE!

nOofRSEL
BRTITIRAN



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
貸与終了後の各種変更手続きは「返還のてびき」裏表紙をご覧ください。

返還中に必要となる可能性がある各手続きについての一覧。貸与終了後は、すべての手続きは日本学生支援機構と直接行う必要がある。
該当する事由が発生したら「返還のてびき」を確認して、行う。
様式もてびきについている。

すぐ起こる可能性があるのが、引っ越し、携帯がかわったなどの連絡先変更。
貸与終了後は、現住所で登録が必要。
4月以降に現住所と登録住所が異なる方は、スカラネットPSから変更を登録。 4月中旬以降。
DVDでも案内がありましたが、連絡先変更が行われないまま機構からの通知が届かず延滞してしまったり、延滞に気づかないケースがある。変更は速やかに！
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
実際の奨学金返還開始は、貸与終了の翌月から7か月目から開始。
来年3月に貸与終了となる方は、来年10月28日（月）が初めの振替。
「定額返還方式」選択者で、月賦・半年賦併用者の半年賦分は2021年1月27（月）が初回振替日。

振替は、毎月27日。

卒業後しばらくしてから返還が始まるため、うっかり残高不足で引き落としができないということにならないように、注意。

また、来年3月の貸与終了ではなく、今年度の途中で貸与が終了した方、する方は注意いただきたいのですが、
在学中でも貸与終了月の翌月7か月後から返還が開始します。

それでもよい場合は、それで構いませんが、奨学金の返還は在学中は猶予することができるため、卒業など出学が来年3月であれば、3月までの在学猶予を願い出ることで、そこから7ヶ月後に返還が始まるようにすることも可能です。そうすると、来年の10月からの返還ということになります。
在学猶予については、この後に説明します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
返還の期限を猶与する制度

在学猶予とは「まだ学生なので返還を待ってください」という制度。

貸与が終わった後も、大学院に進学したり、留年して横浜国立大学に残るという場合は、この「在学猶予」を申請。

申請方法ですが、来年の4月以降、在学が確定してからスカラネットPSから申請。
在学猶予を申請すると、出学時から7か月後から返還開始。

ただ、研究生や科目等履修生の場合は申請することができない、
海外の大学・大学院に留学する場合は、在学猶予願では申請できない、
この後にご案内する「返還期限猶予」を願出。

留年者は1年ごとの提出が必要。
返還開始直前に申請をされても、間に合わない場合があり。期限は改めて掲示しますが、5月下旬には入力。
後程時間があったら、スカラネットの画面を少し見ていただこうと思いますが、入力の際には「学校番号」が必要です。

在学猶予は、在学する大学で行う必要があります。大学によっては期限を設けている場合があるので、他大学・大学院へ進学する方などは、進学後すぐに、進学先大学の奨学金担当に問い合わせてください。

https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/mypage/
https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/mypage/
https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/mypage/
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
特に、返還が困難になったときの手続きと、まとめて返還する方法について。

重要ですので、もう一度整理して伝えます。
実際の延滞者の方に取ったアンケートで、返還期限猶予・減額返還などの制度を知らなかったという方が多くあり、延滞になった後、督促を受けてから初めて知ったという方が5割近く。
救済制度を使わずに返還し終える方もいると思いますが、これからの人生どういった場面に直面することになるのか、予測することが困難な場合もあると思います。
「いざ」というときのためにもう一度しっかりと聞いておいてください。

返還における制度には、
在学猶予、返還期限猶予、減額返還という返還が困難になった時の救済制度、返還期限を猶予する手続き
まとめて返還する繰上返還
という制度があります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
返還免除制度
大学院生の第一種奨学金の方のみ。

在学中に、特に優れた業績を挙げた者として機構が認定した方に、奨学金の全部または半額の返還が免除される制度です。選考は、所属する大学院で行われます。

貸与終了年度に申し込む必要がある。今年度だけ。

申請スケジュールの詳細は12月中旬に掲示予定。
結果は、来年の6月頃、修了した後に、日本学生支援機構から直接みなさんへ。

返還免除制度に申請予定者もリレー口座への加入必要。
繰上返還の申し込みはしないよう、注意。人的保証の方は、繰上返還は連帯保証人からも申込み可能だが、申し込みはしないよう注意。

理系、文系で有利不利は出ない。
返還免除されるかもしれない折角の機会なので、ぜひ申請を！

希望者は、説明会終了後採択実績を前でお知らせします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
来年度、大学院に進学される方で、いま奨学金を借りている方は、そのまま現在の奨学金を継続することはできません。もう一度奨学金の申請をする必要があります。

進学前に申請できる「予約採用」説明会を11/12,13に実施。
申請希望者は参加を。申請書類も配布します。

進学後の申し込みの定期採用は、採用7月、振込み7月
予約採用は、3月に結果が分かり、その後の手続きにもよるが4月から支給を受けられる。
予約採用がだめでも定期で申請できる。進学前に結果が知れる。

横浜国立大学以外の他の大学院に進学される方については、進学予定の大学院で申請する必要があるため、進学先の大学院にお問い合せのうえ申請ください。
大学によって、申請期限はまちまちです。中には終了している大学もありますので、早めにご確認ください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後になりますが、日本学生支援機構の奨学金は必ず返還の義務があります。
返還の義務は、皆さん自身にあります。

保護者の方などに任せきりではなく、自身のことですので、自覚と責任をもって計画的に返還を進めてください。
DVDでも案内がありましたが、延滞となると、延滞金年5％がかかったり、個人信用情報機関へ延滞情報が登録されるなどし、クレジットカードが作れなかったり、ローンが組めなくなる場合もあります。延滞を長引かせないよう、返還が困難になったときは、必ず日本学生支援機構の奨学金返還センターに相談してください。
また、貸与終了後の手続きは、自身で直接日本学生支援機構へ確認して行っていただく必要があります。

支援機構のウェブサイトや、スカラネット・パーソナルで必要な手続き等を確認し行うようにしてください。

アンケート回収
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